
JSLS News Letter 

  
 

□■■ 

□■ 

□ 

 

 

 

 

日本生涯スポーツ学会 

Japanese Society of Lifelong Sports 

News Letter 
2026 JULY 

 

 

【 目 次 】 

■ 会長就任挨拶  

□ 副会長就任にあたって 

■ 理事長就任にあたって  

□ 各委員会委員長就任にあたって 

■ 新役員等体制紹介  

□ 名誉会員紹介 

■ 日本生涯スポーツ学会第２７回大会の報告 

□ 日本生涯スポーツ学会第２７回大会【学生訪問記】 

■ 日本生涯スポーツ学会第２８回大会の案内 

□ 委員会からのお知らせ 

■ 事務局からのお願いとお知らせ 

□ 新入会員紹介

  



JSLS News Letter 

  

 

『会長就任挨拶』 

 

 

         日本生涯スポーツ学会 会長  仲野 隆士 

 

  

 

この度、日本生涯スポーツ学会大会総会で承認をいただき、引き続き第 2期目の会長職を拝命いたしま

した。 

 実は、私自身の中では第 1 期 2 年の任期を以て退任し、次代を担う方にバトンを繋ぐ予定で準備を進

めておりました。しかしながら、後任として人選していた方が健康上の理由により急遽辞退されるという事態

に至りました。学会運営の継続性と安定性を最優先に考え、熟慮の末にもう 1期、大役を務めさせていただ

く決断をいたしました。 

 第 1 期目の 2 年間を振り返りますと、社会情勢の激変の中で「生涯スポーツ」が果たすべき役割はま

すます深化し、多様化していることを痛感いたしました。その意味でも第27回の学会大会で「生涯スポーツ

の現在地を考える」という命題を掲げられたことは大きな意義がありました。委員長の工藤先生をはじめ大

会実行委員会の皆様に感謝しています。野川先生による基調講演に始まり、スポーツ基本計画・第１～３期

の軌跡と展望をパネルディスカッションでレビューし、招待講演という形でスポーツ庁健康スポーツ課の中

村課長に第4期に向けた課題や展望をご提示いただいた一連の流れは、「一億総スポーツ社会」に向けて

我々が今後取り組むべき道筋を明確に示してくれたのではないでしょうか。  

 私事で恐縮ですが、私の大学教員としての生活も残り 2年となりました。図らずも、本学会の会長として

の任期と、自身の研究・教育者としての現役最後の時間が重なることとなりました。これは私にとって、これま

での歩みを集大成し、生涯スポーツ学の発展に最後のご奉公をするための、天から与えられた貴重な機会

であると感じております。 

 今期は、これまでの取り組みを継承しつつ、次世代の研究者が遺憾なくその力を発揮できる基盤づくり

を一層加速させなければなりません。また、健康寿命の延伸や共生社会の実現に向け、本学会の知見をよ

り具体的に社会へと還元していくことが肝要です。 

 教員生活最後の 2 年間、この大任を精一杯勤め上げ、2 年後には確信を持って次の方へタスキを渡せる

よう、全身全霊で学会運営に邁進してまいります。会員の皆様におかれましては、本学会の更なる発展に対

し、より一層のご協力とご鞭撻を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。                         
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『副会長就任にあたって』 

 

                             

                                

                                      工藤 保子（大東文化大学） 

 

この度、長ヶ原誠前副会長からバトンを引き継ぐことになりました、工藤保子です。身の引き締まる思いで

おります、皆様どうぞよろしくお願いいたします。本学会は「産・官・学」の立場で生涯スポーツに関わる方々

が、研究発表や実践報告ができる学会です。また、若手は大学院生のみならず、学部の学生も参加・発表

できる機会を提供しているのも特徴といえます。運営側も、編集委員会・研究企画委員会・広報委員会共に、

比較的若い先生方が中心に熱心に関わってくださっています。そのような若い先生方が気持ちよく学会活

動を行い、実績や業績を積むことができる学会としての存在を守ることが、私の使命と考えております。 

また、本学会名である「生涯スポーツ」は、時代の変化や政策的な変化の波にもまれてきているといえま

す。昨年の学会大会では、スポーツ基本法とスポーツ基本計画の中で「生涯スポーツ」の位置づけがどの

ように変わってきたのかを確認する機会を提供してくれました。今後も学会として「生涯スポーツ」の位置づ

けを確認しながら、微力ながら本学会の目的を達成するための努力をしていきたいと思います。どうか皆様、

今後も学会活動への変わらぬご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

『理事長就任にあたって』 

北村 尚浩（鹿屋体育大学）  

 

 

このたび、日本生涯スポーツ学会の理事長を拝命いたしました。1999 年の本学会設立の際には、微力

ながらその末端に加わらせていただいた経緯があり、四半世紀という時を経て再びこのような形で大役を

担うことになったことに、深い縁と責任の重さを感じています。 

最近では「生涯スポーツ」という言葉を以前ほど意識することは少なくなったかもしれません。しかし、それ

はこの概念が人々の暮らしの中に当たり前のものとして広く、深く浸透してきた証でもあります。社会が大き

く変化する今だからこそ、実践と研究を橋渡しする本学会の役割は、これまで以上に大きくなっていると感じ

ています。 

今後は、先達の先生方が築いてこられた伝統を大切にしながら、理事会や各委員会の先生方のお力添

えをいただきつつ、生涯スポーツ学の体系化と更なる発展に向けて取り組んでまいります。特に、若い研究

者や現場で活躍する実践者の方々が、もっと気軽に、そして活発に議論できるような場づくりを進めていき

たいと考えております。 

会員の皆様と力を合わせ、本学会のさらなる発展のために全力を尽くします。これからどうぞよろしくお願

いいたします。  
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『編集委員会委員長就任にあたって』 

 

 

伊藤 克広（兵庫県立大学） 

 

平素は編集委員会活動にご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。兵庫県立大学の伊藤克広です。引き続

き編集委員会委員長という大役を仰せつかることとなり改めて緊張しております。どうぞよろしくお願いいた

します。 

編集委員会メンバーも引き続き、副委員長：竹内亮先生（大阪体育大学）、備前嘉文先生（國學院大

学）、上代圭子先生（東京国際大学）、川西司先生（中部学院大学）、常行泰子先生（神戸市外国語大

学）、山本直史先生（愛媛大学）の体制で進めてまいります。 

前任期間中も皆さまから多くの論文をご投稿いただき、また現在も多くの論文が投稿され審査進行中と

なっており、編集委員も嬉しい悲鳴をあげております。引き続き皆さまの研究成果を発信し、学会としても活

発な議論ができるよう編集委員全員で尽力してまいります。今後も編集委員会活動にご協力のほどよろし

くお願いいたします。 

 

 

 

『研究企画委員会委員長就任にあたって』 

     

石澤 伸弘 （北海道教育大学） 

 

 

本学会では今期（2025～2027年度）の学会テーマを、「人生 100年時代に向けた生涯スポーツによ

るウェルビーイングと社会基盤の再構築」と定め、学会大会や学会誌発行などを通して広く社会に発信して

いくこととしました。 

近年、学会のテーマやコンセプトが明確でないがために、「学会大会のテーマの連続性や、一貫性が脆

弱である...」との課題が指摘されておりました。これを受け本委員会ではメンバー間で協議を行い、テーマ

案を複数作成いたしました。それらの案を理事会に提案し、最終的に上記したテーマが決定いたしました。 

テーマでは、「人生100年時代」・「ウェルビーイング」といったキーワードを軸に、生涯スポーツを “個人

の運動実践” だけでなく、“人・地域・社会をつなぐ基盤” として捉えることとしております。 

このテーマの下、本学会は生涯スポーツ社会の実現に寄与して参りたいと考えております。 

 

 

 

 

 



JSLS News Letter 

  

 

『広報委員会委員長就任にあたって』 

 

岡安 功 （神奈川大学） 

 

 

 

今期も、広報委員長を仰せつかりました岡安功です。これまで広報委員として活動してきましたものを、さ

らに推進できるように努めてまいります。どうぞよろしくお願い申し上げます。今期の広報委員会は、副委員

長にこれまで委員としてご尽力いただいた谷めぐみ先生、また委員は青山将己先生、松﨑淳先生に加え、

小田美幸先生、松村雄樹先生に新しく加わっていただきました。前期まで広報委員を務めていただいた岡

本尚已先生、渡邊夏海先生には、これまでの活動にこの場をお借りして御礼申し上げます。 

広報委員会は、News Letter や学会公式ウェブサイトを通じて、情報発信に努めてまいります。加えて、

大会ウェブサイトの支援を進めます。これらを通じて、学会員の皆様からの情報を、より多くの方々と共有す

ることもできればと考えております。 

引き続きより学会活動の促進につながる広報活動を模索したいと考えております。会員の皆様には、引き

続き本会の広報活動にご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

『総務委員会委員長就任にあたって』 

 

彦次 佳 （関西大学） 

 

あっという間に事務局も 2 期目に突入いたしました。会員の皆さまには、多大なるご協力とご理

解をいただき、ありがとうございます。先の 1 期目には、今後の学会運営を見据え、自動的に会費

を徴収できる会員管理システムを導入いたしました。これにより、これまでの会費納入の督促作業

がほぼ無くなっただけでなく、組織の健全運営に必要な「確実な」会費徴収が実現されました。学

会大会での参加費納入にも同システムを利用することができるようになり、会計資料作成作業等

も格段に分かりやすくなりました。これらは全て、皆さんのご理解の賜物です。ご協力を頂き、本当

にありがとうございました。新理事会では今後の理事会の在り方や選挙の方法等について議論し

ており、それに合わせて事務局として、会員の皆さまに学会の組織運営やこれからについて、より身

近で参画しやすい環境を整備していく所存でございます。至らぬところも多くあるかと思いますが、

引き続き、学会大会へのご協力と、なによりご参画をお願い申し上げます。 
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【新役員等体制紹介】 

日本生涯スポーツ学会 役員・顧問・委員会・事務局 

                           （任期：2025年度総会終了後〜2027年度総会まで）   <敬称略>                                                       

会  長  仲野 隆士 （仙台大学） 

  

副会長  工藤 保子 （大東文化大学） 

 

理事長  北村 尚浩 （鹿屋体育大学） 

 

理  事  伊藤 克広 （兵庫県立大学）   石澤 伸宏（北海道教育大学）    

  岡安 功   （神奈川大学）     彦次 佳（関西大学） 

      

監 事 久保田 晃生（東海大学） 渡辺 泰弘（広島経済大学）      

 

編集委員会      委員長 伊藤 克広（兵庫県立大学）   

副委員長 竹内 亮（大阪体育大学）  

委員 常行 泰子（神戸市外国語大学） 備前 義文（國學院大学）  

           上代 圭子（東京国際大学）    川西 司（中部学院大学） 

           山本 直史（愛媛大学） 

 

研究企画委員会  委員長 石澤 伸弘（北海道教育大学）   

  副委員長 工藤 康宏（武庫川女子大学）  

  委員 大勝 志津穂（椙山女学園大学） 山田 亜沙妃（広島経済大学）  

安光 達雄（PCY, Ltd.）        山口 志郎（流通科学大学） 

 

広報委員会  委員長 岡安  功（神奈川大学） 

  副委員長 谷 めぐみ（摂南大学） 

委員 ⻘⼭ 将⼰（流通科学⼤学）   小田 美幸（四国大学）        

   松﨑 淳（九州共⽴⼤学）     松村 雄樹（愛知東邦大学） 

 

総務委員会  委員長 彦次 佳（関西大学）   

兼 事務局  副委員長 谷所 慶（関西大学）   

  委員     佐野 加奈絵（関西大学） 

 

 

 

 

【名誉会員】   

（2023年 12月 2日に開催された総会において承認されました）                <敬称略>  

川西 正志  

田畑 泉  

野川 春夫  

山口 泰雄  

萩 裕美子 （故人） 
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2025年１１月 29日（土）から 30日（日）にかけて、日本生涯スポーツ学会第 27回大会を順天堂大学で

開催しました。多くの会員の皆様にご参加いただき、無事に成功裏に終えることができました。ここに、実行委員

会を代表して心より御礼申し上げます。 

日本生涯スポーツ学会第 27回大会実行委員会 

委員長 武庫川女子大学 教授 工藤 康宏 

＜大会概要＞ 

■ 期日：2025年 11月 29日（土）〜11月 30日（日） 

＊ 11月 28日（金）はスチューデントセミナー開催 

■ 場所：順天堂大学 お茶の水キャンパス  

■ 主催：日本生涯スポーツ学会 

■ 主管：日本生涯スポーツ学会第 27回大会実行委員会 

■ 大会会長：和氣 秀文（順天堂大学スポーツ健康科学部学部長） 

■ 大会名誉顧問：野川 春夫（武庫川女子大学学術顧問・順天堂大学名誉教授） 

■ 実行委員会 

委員長：工藤 康宏 （武庫川女子大学） 

副委員長：舟木 泰世 （尚美学園大学） 

会場：渡 正 （順天堂大学） 

和田 由佳子 （順天堂大学） 

広報：上代 圭子 （東京国際大学） 

野仲 賢勝 （順天堂大学大学院） 

会計：渡邊 夏海 （東京 YMCA） 

水野 はるな （埼玉学園大学） 

企画：工藤 保子 （大東文化大学） 

伊藤 央二 （中京大学） 

 

■ 協賛企業・団体・大学（10団体）： 

セノー株式会社、株式会社協栄、株式会社染野製作所、株式会社イクシス 

有限会社市村出版、公益財団法人笹川スポーツ財団、 

順天堂大学、大阪体育大学、東海大学、北翔大学 

■ 大会テーマ：忘れ去られた生涯スポーツ？ 

我が国のスポーツ政策における生涯スポーツの現在地を考える 

 

 

 

 

 

日本生涯スポーツ学会第 27回大会のご報告 
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■ 【大会日程】 

 

＊前日、スチューデントセミナーを開催 

 

■ 参加者数：179名 

■ 発表演題数：若手研究発表 4題、口頭発表 18題、ポスター発表 22題（うち学部学生発表 17題）、 

計 44題 

 

１．基調講演 

      テーマ：日本における生涯スポーツの軌跡を辿る～生涯スポーツの危機！？～ 

      講演者：野川 春夫（武庫川女子大学学術顧問、順天堂大学健康データサイエンス学部客員教授 

公益財団法人日本スポーツクラブ協会理事長 

一般社団法人生涯スポーツ社会創成研究所所長） 

      モデレーター：工藤 保子（大東文化大学スポーツ・健康科学部准教授）  

 

2．パネルディスカッション 

      テーマ：スポーツ基本計画にみる生涯スポーツの軌跡と展望：第 1 期から第 3 期、そして 

その先へ 

      パネリスト：山口 泰雄 氏（神戸大学名誉教授） 

木藤 友規 氏（順天堂大学スポーツ健康科学部先任准教授） 

中山 正剛 氏（スポーツ庁健康スポーツ課専門職） 

      コーディネーター：舟木 泰世 氏（尚美学園大学スポーツマネジメント学部准教授） 

  

3．招待講演 

      テーマ：スポーツ基本法改正も踏まえた生涯スポーツの課題と第 4 期スポーツ基本計画に 

向けた展望 

      登壇者：中村 宇一 氏（スポーツ庁健康スポーツ課長） 

      モデレーター：伊藤 央二 氏（中京大学スポーツ科学部教授） 

 

  4．スチューデントセミナー 

      テーマ： 楽しく安全で快適な水上レジャー施設見学ツアーをデザインしよう！ 

      日時：2025 年 11 月 28 日（金）15：00～17：00 

若手研究発表

総会 体験コーナー

情報交換会

招待講演

閉会式、表彰式

口頭発表A-1、B-1

開会式

基調講演

11月29日

パネルディスカッション

ポスター発表A、B

11月30日

口頭発表A-2、B-2

口頭発表A-3、B-3
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会場：カヌー・スラロームセンター 管理棟 2 階会議室 

主なプログラム：施設見学、グループワーク、発表、表彰・総評 

      モデレーター：甲斐 素子 氏（順天堂大学スポーツ健康科学部特任助手） 

       

■ 表彰 

○ 若手優秀発表賞 

     久湊 太雅（福岡大学スポーツ科学部） 

      B リーグ観戦者のアウェイツーリズムがデスティネーションイメージに与える影響 

 

○ ポスター発表賞 (大学院生部門) 

【最優秀賞】 

    太田 明李（中京大学大学院スポーツ科学研究科） 

     ステアクライミングチャレンジの志向性と人生満足度 

 

○ ポスター発表賞 (学部生部門) 

【最優秀賞】 

    松本 えりあ・ 伊藤 汐梨・木村 心春（神戸大学国際人間科学部）・ 

山下 耕平・三浦 敬太（神戸大学大学院人間発達環境学研究科）・ 長ヶ原 誠(神戸大学) 

     ワールドマスターズゲームズ 2027 関西に対する選手の期待～ホスト国選手とゲスト国選手の比較～ 

【優秀賞】 

    佐藤 秀音(同志社大学スポーツ健康科学部)・二宮 浩彰(同志社大学） 

     B リーグにおける観戦者の観戦回数に影響を及ぼす要因 

～バンビシャス奈良ホームゲーム観戦者における行動様式の分析～ 

【奨励賞】 

    宮本 明日香・清水 美雪・安部 葉月(摂南大学現代社会学部) ・谷めぐみ(摂南大学） 

     スポーツ種目を決める経緯と両親との関係～自己決定か他者決定か～ 

 

    藤本 理佐・篠原 想生・井出 こころ・横山 翔多(徳島大学総合科学部) ・紺田 俊(徳島大学) 

     スポーツイベント参加者の責任感，環境配慮行動，行動意図の関連性 

～徳島県美波町が開催するトライアスロンイベントに着目して～ 
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大会の様子① 
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大会の様子② 
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大会の様子③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影（広報委員会：松﨑） 
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■ 日本生涯スポーツ学会第26回大会【学生訪問記】

******************************************************************** 

日本生涯スポーツ学会第27回大会を終えて 

 

横山 翔多 

（徳島大学 総合科学部3年：当時） 

 

今回の日本生涯スポーツ学会第 27 回大会は、徳島大学では初めての参加でした。私たちはウミガメの

産卵地として有名な徳島県美波町で開催される「ひわさうみがめトライアスロン大会」の参加者に対して美

波町に対する責任感や環境配慮行動を調査し、分析した結果を抄録およびポスターにまとめました。私自

身、研究に本格的に取り組むことは今回が初めてであり、先行研究の検討から仮説の立て方、分析方法な

ど多くのことが初めての体験でした。しかし、チームメンバーとの協力や先生の助言など、様々な人の力を借

りて完成させることができました。質疑応答の際には、調査対象や質問項目、ポスターに用いた語句につい

てなど、多くのご指摘をいただき、研究活動の難しさを痛感いたしました。しかし、最終日の表彰式では奨励

賞を頂戴し、私たちのチームが行ってきた研究を評価していただいたことがとてもうれしかったです。 

ポスター発表以外にも、様々なプログラムに参加することができました。最終日の招待講演が特に印象に

残っており、現在準備中である第 4期スポーツ基本計画について、今後のスポーツには幅広い役割が求め

られるなど、とても貴重な話を聞くことができました。また、各研究発表の質疑応答の時間では、質疑の質が

とても高く、研究者の凄さを実感することができました。今回の学会参加を通して、研究者や他大学の学生

の研究など、普段得られないような多くの刺激をいただくことができたので、今後の自分の成長につなげて

いけたらと思います。また、学会に向けて研究した経験やポスター発表で明確になった課題を卒業研究に活

かせるようにしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著者と共同研究者（横山さん提供） 
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    日本生涯スポーツ学会第27回大会の発表を終えて 

 

 

宮本 明日香 

（摂南大学 現代社会学部3年：当時） 

 

 

今回、私たち摂南大学現代社会学部の生涯スポーツレジャーゼミは、今回初めての学会でのポスター発

表に参加しました。私たちは学部における一期生であり、指導してくれる先輩がいない中で、3年生として4

チームに分かれてポスター発表に挑みました。一期生として第一歩を踏み出し、自分たちを高めると同時に、

これから続く後輩たちに道を示したいという強い思いを持って臨んだ学会でした。 

私のチームは「スポーツ種目を決める経緯と両親との関係～自己決定か他者決定か～」というテーマで

研究を進めました。調査の過程では、先行研究を調べることの難しさを痛感し、当初思い描いていた内容や

結論とは全く異なる結果となりました。しかし、学生たちの力だけでポスターを作り上げた経験は、つたない

部分はあったかもしれませんが、無事に発表を終えられたことで大きな自信となりました。また、他大学の学

生から質問やアドバイスをいただき、自分たちの検討が不十分だった点に気づかされると同時に他大学の

発表を拝聴する中で、自分たちの研究テーマともつながる視点など、非常に面白い着眼点に触れることが

できました。大会当日は、発表だけでなく、体験コーナーで触れた「ロコボット」が非常に印象的でした。複

数人で楽しめる新感覚の運動を通じて、他大学とも交流を図ることができ、非常に面白い経験となりました。

学会は単なる研究発表の場ではなく、多様な知識に触れ、他者との親睦を通じて刺激を得られる学び場で

あることを再認識しました。 

今回の学会発表は、私たちにとって経験値を大きく引き上げる貴重な場となりました。自分の言葉で伝え

る難しさや準備の重要性を学びましたが、ここで得た伝える技術や多角的な視点を、4年次の卒業研究に

活かしていきたいと考えています。失敗を恐れず、今回の反省を糧にして、一歩ずつ成長を重ねていく決意

です。 

 

 

著者とゼミの仲間（宮本さん提供） 
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2026年度の学会大会は、2026年 10月 31日（土）～11月 1日（日）にかけて、天理大学において開催

いたします。多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

日本生涯スポーツ学会第 28回大会実行委員会 

実行委員長 天理大学 准教授 稲葉慎太郎 

＜大会概要＞ 

【期日】：2026年 10月 31日（土）～11月 1日（日） 

［31日 9:30開会式予定、1日 13:00閉会式予定] 

〒632-0071 奈良県天理市田井庄町 80 

最寄り駅：JR／近鉄 天理駅（駅から７分）  

◆ご宿泊の方は、天理駅前には大型ホテルが 1 軒（東横イン）しかありませんのでご注意願います。近隣では

JR奈良駅、近鉄奈良駅、近鉄新大宮駅周辺に複数のホテルがございます。 

 

【主催】：日本生涯スポーツ学会 

【主管】：日本生涯スポーツ学会第 28回大会実行委員会 

【抄録締切】：2026年 9月 19日（土） 

＜大会テーマ＞ 

 持続可能な生涯スポーツの実践に向けたマスターズスポーツの展開 

 

※今後、学会ウェブサイト等で随時情報を更新してまいります。 

 

 

【編集委員会からのお知らせ】 

本学会では通年で論文の投稿を受け付けております。できる限り速やかな審査を心がけて参ります。投稿の

際には学会ホームページをご参照いただいた上で原稿の執筆をお願いいたします。 

皆さまのご投稿をお待ちしております。 

 

【事務局からのお願いとお知らせ】 

＜年会費＞ 
年会費の納入状況について、確認したい方は遠慮なく事務局にご連絡ください。また、本学会退会の際
は、退会される年度の年会費の納入をお願いしておりますので、お知りおきください。 

 

日本生涯スポーツ学会事務局（学会入会及び年会費の問い合わせ） 

〒590-8515 大阪府堺市堺区香ヶ丘町 1丁 11番 1号 関西大学 人間健康学部 彦次研究室 

e-mail： jp.lifelong.sport@gmail.com 担当者： 彦次 佳 

 

 

日本生涯スポーツ学会第 28回大会のご案内 
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【新入会員紹介】2025年 4月 1日～2026年 3月 31日現在 理事会承認分 

 

若狹亜月（鹿屋体育大学大学院体育学研究科修士課程体育学専攻） 

竹内秀一（関西大学） 

西藪大輝（兵庫県立大学大学院） 

前田島正哉（兵庫県立大学大学院） 

森寿仁（兵庫県立大学 環境人間学部） 

大島良太（大阪物療大学保健医療学部） 

中山洋平（大阪体育大学大学院） 

上瀧克麻（大阪体育大学大学院） 

米澤翠（元・朝日生命体操クラブ） 

周イー廷（関西大学大学院） 

楼吉煒（東海大学大学院体育学研究科） 

蔡 璐云（東海大学大学院体育学研究科） 

大井義洋（早稲田大学スポーツ科学学術院） 

 

                               （承認日順、敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【編集 日本生涯スポーツ学会 広報委員会】 

 
 
 

 
 
 
 
 

日本生涯スポーツ学会事務局 
 

〒590-8515 大阪府堺市堺区香ヶ丘町 1丁 11番 1号 
関西大学 人間健康学部 彦次研究室 

E-mail: jp.lifelong.sport@gmail.com  HP：https://jsls.jp 

 


